
介護サービス施設・事業所調査の推計方法 

（１）詳細票 
① 結果の推計 

各都道府県  における詳細票のある属性を持つものの総和の推計値 は以下のよう
に推計した。 

  =
∈

 

ただし、 
：都道府県  、層  の基本票回収事業所のうち活動中の事業所数 
：都道府県  、層  の詳細票回収事業所のうち活動中の事業所数 
：都道府県  、層  の詳細票回収事業所のうち活動中の事業所におけるある

属性を持つものの数 
また、全国における推計値  は各都道府県の推計値の合計とした。 

即ち 

=  

 
（注１）通所介護は以下のとおり層化している。 

層  = 1 前年調査で得られた名簿に記載された事業所 
2 当年名簿に記載された新設の事業所 

    = {1,2} 
 
（注２）訪問介護は以下のとおり層化している。 

層  = 1 前年調査で得られた名簿に記載された事業所 利用者数 1～30 人 
    2    〃   利用者数 31～60 人 
    3    〃   利用者数 61～100 人 
    4    〃   利用者数 101 人～ 
    5    〃   利用者数不詳 
    6 当年名簿に記載された新設の事業所 
    = {1,2,⋯ ,6} 
 
（注３）介護予防支援は以下のとおり層化している。 

層  = 1 前年調査で得られた名簿に記載された事業所 利用者数 1～80 人 
    2   〃   利用者数 81～150 人 
    3   〃   利用者数 151 人～  
    4   〃   利用者数不詳 
    5 当年名簿に記載された新設の事業所 
    = {1,2,⋯ ,5} 
 
 



 
（注４）居宅介護支援は以下のとおり層化している。 

層  = 1 前年調査で得られた名簿に記載された事業所 利用者数 1～35 人 
    2   〃   利用者数 36～70 人 
    3   〃   利用者数 71～105 人 
    4   〃   利用者数 106 人～ 
    5   〃   利用者数不詳 
    6 当年名簿に記載された新設の事業所 
    = {1,2,⋯ ,6} 
 
（注５）通所介護、訪問介護、介護予防支援及び居宅介護支援以外の抽出を行わないサービ

スは以下のとおり層化している。 
層  = 1 前年調査で得られた名簿に記載された事業所及び当年名簿に記載された 

新設の事業所 
    = {1} 
 

② 標準誤差の推計 
抽出を行った４サービス（上記①（注１）～（注４）で挙げたサービス）における中

心的な職種の従事者数及び常勤換算従事者数の推計値について標準誤差の推計値は以
下のとおり求めた。 

（※）中心的な職種   

    通所介護：介護職員（介護職員及びその内数である介護福祉士）、看護職員（看護師、准看護師）  

訪問介護：訪問介護員（訪問介護員及びその内数である介護福祉士） 

居宅介護支援：介護支援専門員 

介護予防支援：専門職員 

 
各都道府県  における推計値 の分散の推計値は次式で与えられる。ただし、悉皆調

査を行う層については合計に含めない。 

= 1 − 1 Var
∈

 

ただし、 

Var = 1− 1 −  

= 1
 

：都道府県  、層  、事業所  におけるある属性を持つ従事者数又は常勤換
   算従事者数 

 



 
 
 

の標準誤差の推計値は 

 

であり、標準誤差率の推計値は 

 

で与えられる。 
 
また、全国における推計値  の分散の推計値は 

=  

で求めた。 
 の標準誤差の推計値は 

 

であり、標準誤差率の推計値は 

 

で与えられる。 
 
 



（２）利用者票 

① 介護保険施設の利用者 

ア 在所（院）者の推計 

介護保険施設の推計在所（院）者数については、施設票の在所（院）者数を補助変

数とする比推定により求めている。在所（院）者については、誕生月が奇数の在所（院）

者については全項目の調査を行い、誕生月が偶数の在所（院）者については調査項目

を要介護度、性、年齢のみに限定して行っており、属性別在所（院）者数は誕生月が

奇数のデータしかないため、誕生月が偶数の在所（院）者数を利用して性別に補正し

ている。 

介護保険施設における属性𝑝、要介護度𝑘、性𝑡、年齢階級𝑗の推計在所（院）者数 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗は次のとおりである。 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 =
𝑌𝑘

𝑌′𝑘

𝑋𝑘𝑡𝑗

𝑋′𝑘𝑡𝑗
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の推計在所（院）者数 

𝑋𝑘𝑡𝑗 要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の在所（院）者数（奇数月＋偶数月） 

𝑋𝑘𝑡𝑗
′  要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の在所（院）者数（奇数月） 

𝑌𝑘  全施設の要介護度𝑘の在所（院）者数 

𝑌𝑘
′  抽出施設の要介護度𝑘の在所（院）者数 

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の在所（院）者数（奇数月） 

 

したがって、分散の推計式は次のとおりである。 

𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗) = (
𝑋𝑘𝑡𝑗

𝑌𝑘
′ × 𝑌𝑘)

2

[(
1

𝑋𝑘𝑡𝑗
′ −

1

𝑋𝑘𝑡𝑗

) (
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗

𝑋𝑘𝑡𝑗
′ ) (1 −

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗

𝑋𝑘𝑡𝑗
′ )

+ (
1

𝑛
−

1

𝑁
) {𝑉(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗) − 2𝐶𝑜𝑣 (𝑋′𝑘𝑡𝑗‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗)

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋′𝑘𝑡𝑗

+ 𝑉(𝑋′𝑘𝑡𝑗) (
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋′𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅

)

2

}
1

(𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅)

2]

+ (
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗

𝑋′𝑘𝑡𝑗

)

2

(
1

𝑛
−

1

𝑁
) {𝑉(𝑋𝑘𝑡𝑗) − 2𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗‚ 𝑌′𝑘)

𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅

𝑌𝑘
′̅̅̅̅

+ 𝑉(𝑌′𝑘) (
𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅

𝑌𝑘
′̅̅̅̅

)

2

} 𝑁2 

 

ただし、 

𝑉(𝑋𝑘𝑡𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑋𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅)
2

𝑛

𝑠=1

 

𝑉(𝑋′𝑘𝑡𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑋′𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑋′𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅̅ )
2

𝑛

𝑠=1

 

𝑉(𝑌′
𝑘) =

1

𝑛 − 1
∑(𝑌′

𝑘(𝑠) − 𝑌′
𝑘

̅̅ ̅̅̅)
2

𝑛

𝑠=1

 

𝑉(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅)
2

𝑛

𝑠=1

 

  



𝐶𝑜𝑣 (𝑋′𝑘𝑡𝑗‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑋′𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑋′𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅̅ )(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅)

𝑛

𝑠=1

 

𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗‚ 𝑌′𝑘) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑋𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅)(𝑌′𝑘(𝑠) − 𝑌′𝑘
̅̅ ̅̅ )

𝑛

𝑠=1

 

𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅ =

1

𝑛
∑ 𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠)

𝑛

𝑠=1

 

𝑋′𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ =

1

𝑛
∑ 𝑋′𝑘𝑡𝑗(𝑠)

𝑛

𝑠=1

 

𝑌′𝑘
̅̅ ̅̅ =

1

𝑛
∑ 𝑌′𝑘(𝑠)

𝑛

𝑠=1

 

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ =

1

𝑛
∑ 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠)

𝑛

𝑠=1

 

 

なお、 

𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠) 要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗・施設𝑠の在所（院）者数（奇数月＋偶数月） 

𝑋′𝑘𝑡𝑗(𝑠) 要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗・施設𝑠の在所（院）者数（奇数月） 

𝑌′𝑘(𝑠) 抽出施設𝑠の要介護度𝑘の在所（院）者数 

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠) ある属性𝑝の要介護度𝑘･性𝑡･年齢階級𝑗･施設𝑠の在所（院）者数（奇数月） 

𝑁  推計母施設数 

𝑛  調査施設数 

 

また、属性別の推計値の分散𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑗)は、以下の式により求める。 

𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑗) = ∑ 𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗) + ∑ 𝐶𝑜𝑣̂ (𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗‚ 𝑍𝑝𝑘𝑡′𝑗)

𝑡≠𝑡′𝑡

 

ここに、 

𝑍𝑝𝑘𝑗 = ∑ 𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗

𝑡

 

𝐶𝑜𝑣̂ (𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗‚ 𝑍𝑝𝑘𝑡′𝑗) = (
𝑋𝑘𝑡𝑗 ∙ 𝑋𝑘𝑡′𝑗

𝑌′
𝑘
2 × 𝑌𝑘

2) (
1

𝑛
−

1

𝑁
) 

{𝐶𝑜𝑣 (𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗) − 𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡′𝑗
′ ‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗)

𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋′𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

− 𝐶𝑜𝑣 (𝑋′𝑘𝑡𝑗‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗)
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋𝑘𝑡𝑗
′̅̅ ̅̅ ̅

+ 𝐶𝑜𝑣 (𝑋′𝑘𝑡𝑗‚ 𝑋′𝑘𝑡′𝑗) (
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋′𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅

∙
𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑋′𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

)}
1

𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅ ∙ 𝑋𝑘𝑡′𝑗

̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

+ (
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗

𝑋′𝑘𝑡𝑗
∙

𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗

𝑋′𝑘𝑡′𝑗
) (

1

𝑛
−

1

𝑁
) ∙ {𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗‚ 𝑋𝑘𝑡′𝑗) − 𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗‚ 𝑌

′
𝑘)

𝑋𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

𝑌′
𝑘

̅̅ ̅̅̅

− 𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡′𝑗‚ 𝑌
′
𝑘)

𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅

𝑌′
𝑘

̅̅ ̅̅̅
+ 𝑉(𝑌′

𝑘) (
𝑋𝑘𝑡𝑗
̅̅ ̅̅ ̅ ∙ 𝑋𝑘𝑡′𝑗

̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅

(𝑌′𝑘̅̅ ̅̅ )
2 )} 𝑁2 

  



ここで、 

𝐶𝑜𝑣 (𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗‚ 𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗)(𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗(𝑠) − 𝑊𝑝𝑘𝑡′𝑗)

𝑛

𝑠=1

 

𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗‚ 𝑋𝑘𝑡′𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑋𝑘𝑡𝑗

̅̅ ̅̅ ̅)(𝑋𝑘𝑡′𝑗(𝑠) − 𝑋𝑘𝑡′𝑗
̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅)

𝑛

𝑠=1

 

𝐶𝑜𝑣 (𝑋𝑘𝑡𝑗
′ ‚ 𝑋𝑘𝑡′𝑗

′ ) =
1

𝑛 − 1
∑ (𝑋𝑘𝑡𝑗(𝑠)

′ − 𝑋𝑘𝑡𝑗
′ )

𝑛

𝑠=1

(𝑋𝑘𝑡′𝑗(𝑠)
′ − 𝑋𝑘𝑡′𝑗

′ ) 

 

イ 退所（院）者の推計 

介護保険施設の退所（院）者数は比推定により推定した。 

介護保険施設における属性𝑝、要介護度𝑘、性𝑡、年齢階級𝑗の推計退所（院）者数 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗は次の通りである。 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 =
𝑁

𝑛
𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の推計退所（院）者数 

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の調査客体退所（院）者数 

𝑁  推計母施設数 

𝑛  調査施設数 

 

したがって、分散の推計式は次のとおりである。 

𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗) = 𝑁2 (
1

𝑛
−

1

𝑁
) 𝑉(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗) 

ただし、 

𝑉(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗) =
1

𝑛 − 1
∑(𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗(𝑠) − 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗)

2
𝑛

𝑠=1

 

 

 

② 訪問看護ステーションの利用者数の推定 

訪問看護ステーションの推計利用者数については、介護保険施設の在所（院）者数

の推計と同様に行う。ただし利用者票については保険給付ごとの利用者数を把握して

いないため、その点を考慮した推計式とした。 

よって、訪問看護ステーションにおける属性𝑝、要介護（要支援）度𝑘、性𝑡、年齢 

階級𝑗の推計利用者数𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗は次のとおりである。 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 =
𝑌𝑘

𝑌𝑘
′

𝑋𝑡𝑗

𝑋𝑡𝑗
′ 𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 

𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護（要支援）度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の推計利用者数 

𝑋𝑡𝑗  性𝑡・年齢階級𝑗の利用者数（奇数月＋偶数月） 

  



𝑋𝑡𝑗
′   性𝑡・年齢階級𝑗の利用者数（奇数月） 

𝑌𝑘  全事業所の要介護（要支援）度𝑘の利用者数 

𝑌𝑘
′  抽出事業所の要介護（要支援）度𝑘の利用者数 

𝑊𝑝𝑘𝑡𝑗 ある属性𝑝の要介護（要支援）度𝑘・性𝑡・年齢階級𝑗の利用者数（奇数月） 

 

分散𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗)の推計式は、介護保険施設の在所（院）者数の分散𝑉̂(𝑍𝑝𝑘𝑡𝑗)の式で𝑋𝑘𝑡𝑗を

𝑋𝑡𝑗に、𝑋𝑘𝑡𝑗
′ を𝑋𝑡𝑗

′ に置き換えたものである。 

 

 


